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安全･安心･新鮮でおいしい
静岡県産の農畜産物をお届けします。

6経済連情報 6
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m a i n
top i c s
メイントピックス

直
接
販
売
を
強
化
！

　
　
県
産
農
産
物
の
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
「
特
販
課
」

食
業
者
、
加
工
業
者
で
す
。
市
場
出
荷
以

外
に
多
様
な
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
つ
こ

と
で
、
取
扱
い
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

取
引
業
者
と
直
接
商
談
す
る
こ
と
で
、
取

引
先
ご
と
の
規
格
や
出
荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、

数
量
な
ど
柔
軟
な
商
品
提
案
を
行
っ
て
い

ま
す
。
中
間
業
者
を
介
さ
な
い
こ
と
で
鮮

度
の
高
い
状
態
で
取
引
先
へ
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
本
県
産
青
果
物
の
品
質

の
高
さ
を
一
層
実
感
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
（
写
真
１
）。

Ⅱ
特
販
課
の
事
業
に
つ
い
て

特
販
課
の
主
な
事
業
内
容
は
市
場
を
介

さ
ず
実
需
者（
量
販
店
や
飲
食
業
者
、加
工

業
者
等
）へ
の
直
接
販
売
を
行
い
、生
産
者

と
消
費
者
を
結
ぶ
役
割
を
果
た
す
〝
直
販

事
業
〞
と
県
下
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
店
舗
支
援
を
行
う
〝
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
〞
の
二
つ
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１　

直
販
事
業

①
需
要
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
商
品
企
画
提

案
の
強
化

主
な
取
引
業
者
は
量
販
店
、
仲
卸
、
飲

Ⅰ
は
じ
め
に

Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
３
か
年
計
画
で
は
、

生
産
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
適
正
な
価
格
形

成
と
販
売
力
強
化
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
応
す
る
戦
略
と
し
て
み
か
ん
園
芸

部
特
販
課
が
「
系
統
出
荷
物
の
販
売
強
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
実
需
マ
ッ
チ
ン

グ
に
よ
る
直
接
販
売
の
促
進
・
取
扱
い
の

拡
大
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
特

販
課
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

▲（写真１）量販店配送センターへの直接納品

▲表１ 令和６年度特販課主要取引品目

品目

イチゴ
洋菓子店
量販店

ケーキ
スイーツ原料他

レタス 加工業者
業務加工用
（カット野菜）

ミニトマト 量販店
関東地区
量販店

小松菜 量販店
東海地区
量販店

キャベツ 加工業者
業務加工用
（カット野菜）

タマネギ 量販店
東海地区
量販店

取引先 用途

②
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
生
産
量
の
維
持
拡

大
様
々
な
取
引
先
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

た
め
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
生
産
振
興
と
契

約
販
売
に
取
り
組
み
、さ
ら
に
は
、産
地
基

盤
の
強
化
と
生
産
量
の
維
持
拡
大
を
図
っ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
集
計
し
た
計
画
を
基

に
、
出
荷
納
品
計
画
を
作
成
し
取
引
先
と

の
調
整
を
図
り
、
需
要
に
沿
っ
た
出
荷
対

応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産
出
荷
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た

め
に
、
出
荷
容
器
や
荷
姿
の
大
ロ
ッ
ト
化
、

簡
素
化
規
格
の
取
扱
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
（
写
真
２
、３
）。

③
県
域
機
能
を
発
揮
し
た
買
取
販
売
の

強
化本

県
産
青
果
物
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

少
量
多
品
目
の
生
産
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

様
々
な
品
目
を
商
品
提
案
で
き
る
一
方
で

出
荷
ロ
ッ
ト
が
少
な
く
、
輸
送
効
率
の
悪

さ
が
要
因
で
、
取
引
に
繋
が
ら
な
い
事
も

あ
り
ま
す
。
特
販
課
で
は
、
県
下
Ｊ
Ａ
と

協
力
し
、
集
荷
場
の
枠
を
超
え
て
集
荷
す

る
こ
と
で
、
出
荷
量
確
保
と
有
利
販
売
に

繋
げ
て
い
ま
す
（
写
真
４
）。
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main topics

Ⅲ
　
お
わ
り
に

県
下
Ｊ
Ａ
へ
の
生
産
・
販
売
提
案
と
重

要
取
引
先
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の
構

築
・
販
路
開
拓
に
よ
り
、
特
販
課
事
業
も

年
々
取
扱
い
を
増
や
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
取
引
先
か
ら
の
信
頼
も
高
ま
っ
て

お
り
、
圃
場
視
察
や
店
舗
職
員
の
研
修
を

兼
ね
た
収
穫
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
産
地
を
巻

き
込
ん
だ
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
本
県
産
の
高
品
質
な
青
果
物
を
消

費
者
に
届
け
る
べ
く
提
案
を
し
て
参
り
ま

す
。

２　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
事
業

県
下
Ｊ
Ａ
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
集
客
や
取
扱
い
拡
大
に
向
け
、
店
舗

支
援
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｆ

Ｍ
専
任
担
当
者
が
、
供
給
店
舗
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
商
品
提
案
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
イ
ン
ス
ト
ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
季
節
商
材
の
販
売
提
案

を
強
化
し
、
需
要
期
や
イ
ベ
ン
ト
に
向
け

た
商
品
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
は
他
県
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
を
実
施
し
、

「
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
」
の
桃
、
ナ
シ
、
リ
ン

ゴ
な
ど
を
商
品
と
し
供
給
提
案
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
夏
か
ら
の
供
給
に
向
け
て

商
談
を
進
め
て
い
ま
す
（
写
真
５
）。

▲（写真２、３）契約販売の一例（加工業者向けのキャベツ、大根）

▲（写真5）JAみなみ信州の桃

▲（写真7）店舗青果担当者による収穫イベント▲（写真6）量販店のバイヤーによる産地視察

▲（写真4）量販店での本県産売り場の展開

問
い
合
わ
せ
先

・・
み
か
ん
園
芸
部　

特
販
課

電
話
：
０
５
４
―
２
８
４
―
９
７
1
５
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top i c s & ne w s

静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
（
事
務

局
：
野
菜
花
卉
課
）
ガ
ー
ベ
ラ
部
会
の
加

藤
信
男
部
会
長
ら
は
４
月
15
日
、
静
岡
市

葵
区
の
県
庁
を
訪
れ
、
鈴
木
康
友
県
知
事

に
静
岡
県
産
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
束
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
出
荷
量
・
産
出
額
と
も
に
全
国

１
位
の
県
産
ガ
ー
ベ
ラ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

４
月
18
日
（
よ
い
は
な
の
日
）
に
あ
わ
せ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
部
会
の
生
産
者
ら
は
「
高
温
や
生
産

コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
栽
培
環
境
は
厳
し
い

が
、
主
産
県
と
し
て
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に

野
菜
花
卉
課
は
４
月
15
日
、
伊
豆
市
の

Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
修
善
寺
営
農
経
済
セ
ン
タ

ー
で
、「
第
44
回
静
岡
県
乾
椎
茸
箱
物
品
評

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
最
高
位
の
林
野
庁

長
官
賞
・
一
般
財
団
法
人
日
本
き
の
こ
セ

ン
タ
ー
理
事
長
賞
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
の

小
柳
出
勝
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

総
出
品
点
数
は
、
昨
年
よ
り
２
０
６
点

多
い
１
１
９
９
点
で
し
た
。
県
農
林
技
術

研
究
所
森
林
・
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
荒

生
安
彦
セ
ン
タ
ー
長
ら
７
人
の
審
査
員
は
、

一
次
選
抜
さ
れ
た
29
点
に
つ
い
て
審
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
金
賞
６
点
、
銀
賞
７
点
、

銅
賞
９
点
の
計
22
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
銘
柄
）。

応
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
生
産
状
況

や
消
費
拡
大
の
取
組
を
鈴
木
知
事
へ
報
告

し
ま
し
た
。

記
念
日
は
、
１
９
５
８
年
４
月
に
ガ
ー

ベ
ラ
の
国
産
品
種
が
初
め
て
品
種
登
録
さ

れ
た
こ
と
や
、
18
日
の
「
４
１
８
（
よ
い

は
な
）」の
語
呂
合
わ
せ
で
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

ガ
ー
ベ
ラ
記
念
日
に
ち
な
み

県
知
事
ら
に
県
産
ガ
ー
ベ
ラ
贈
呈

乾
椎
茸
産
業
の
発
展
を
目
指
す

第
44
回
静
岡
県
乾
椎
茸
箱
物
品
評
会

▲鈴木知事と歓談する生産者ら

▲審査のようす

▲金賞を受賞した乾椎茸

金
１
席　

林
野
庁
長
官
賞

一
般
財
団
法
人　

日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞

　
　

小
柳
出
勝
（
上
冬
菇
）

金
２
席　

静
岡
県
知
事
賞

森
産
業
株
式
会
社
社
長
賞

　
　

桑
名
二
朗
（
大
葉
中
肉
）

金
３
席
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
長
賞

　
　

小
柳
出
勝
（
大
葉
厚
肉
）

金
４
席

日
本
椎
茸
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞

　
　

山
田
勇
（
花
冬
菇
）

金
５
席

静
岡
県
椎
茸
産
業
振
興
協
議
会
長
賞

　
　

石
井
隆
一
（
中
葉
厚
肉
）

金
６
席　

富
士
伊
豆
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
　

堀
江
富
男
（
中
葉
中
肉
）
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TOPICS & NEWS

静
岡
県
系
統
経
済
事
業
研
究
委
員
会
と

Ｊ
Ａ
営
農
経
済
部
長
会
は
、４
月
28
日
、県

農
業
会
館
で
合
同
物
流
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き

ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
物
流
２
法

改
正
の
内
容
を
周
知
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

と
物
流
事
業
者
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

が
目
的
で
、
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
県
内
Ｊ

Ａ
の
役
職
員
ら
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
同
協
会
の
筒
井
浩
専

務
理
事
が
持
続
可
能
な
物
流
体
制
の
確
立

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。
荷
主
と
物

流
事
業
者
が
連
携
し
た
物
流
効
率
化
へ
の

対
応
と
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
荷
待
ち
時

間
削
減
や
棚
入
れ
、
搬
出
な
ど
の
附
帯
作

業
の
負
担
軽
減
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
Ｊ

東
京
事
務
所
は
４
月
18
日
、
東
京
都
内

の
豊
洲
市
場
（
東
京
シ
テ
ィ
青
果
㈱
）
で
、

Ｊ
Ａ
静
岡
市
産
「
久
能
葉
し
ょ
う
が
」
の

試
食
宣
伝
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
久
能
葉
し
ょ
う
が
委
員
会
の
海

野
明
義
委
員
長
ら
９
人
が
、
集
ま
っ
た
市

場
関
係
者
へ
出
荷
最
盛
期
を
控
え
る
「
久

能
葉
し
ょ
う
が
」
の
試
食
を
提
供
し
ま
し

た
。海

野
委
員
長
は
「
今
年
も
例
年
通
り
良

い
葉
シ
ョ
ウ
ガ
が
出
荷
で
き
て
い
る
。
ぜ

ひ
、
味
を
確
か
め
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
、

消
費
拡
大
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

Ａ
全
農
か
ら
は
、
物
流
コ
ス
ト
上
昇
対
策

と
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
や

パ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
一
貫
流
通
、
梱
包
資

材
な
ど
の
規
格
統
一
の
取
り
組
み
状
況
を

報
告
し
ま
し
た
。
本
会
は
、経
産
省
、農
水

省
、
国
交
省
が
定
め
る
物
流
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
今

後
の
取
り
組
み
強
化
に
向
け
た
計
画
を
説

明
し
ま
し
た
。

石
川
和
弘
理
事
長
は
「
持
続
可
能
な
農

業
と
食
の
提
供
の
た
め
、
物
流
事
業
者
や

取
引
先
と
連
携
し
て
物
流
の
適
正
化
、
効

率
化
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
不
可
欠
。
セ

ミ
ナ
ー
を
取
組
推
進
の
一
助
に
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
久
能
葉
し
ょ
う
が
」
は
、久
能
地
区
の

温
暖
な
気
候
と
豊
富
な
日
照
量
を
活
か
し

て
他
産
地
に
先
駆
け
３
月
初
旬
か
ら
収
穫

が
始
ま
り
、
７
月
頃
ま
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

効
率
的
な
輸
送
体
制
の
確
立
へ

令
和
7
年
度
合
同
物
流
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

旬
の
県
産
農
産
物
を
P
R

豊
洲
市
場
で
久
能
葉
し
ょ
う
が
試
食
宣
伝
会
を
開
催

▲セミナーのようす

▲挨拶する石川理事長

▲提供した「久能葉しょうが」 ▲買参人へ試食を配る関係者ら
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生
産
振
興
開
発
課
は
、
Ｊ
Ａ
静
岡
中
央

会
と
共
催
で
、
営
農
経
済
部
門
の
新
任
職

員
の
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
第
１
班
が
５
月
８
日
と
９

日
、
第
２
班
は
５
月
29
日
と
30
日
の
そ
れ

ぞ
れ
２
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
営
農
指
導
や
販
売
・
購
買

事
業
、
農
政
に
関
す
る
基
礎
知
識
に
つ
い

て
講
義
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
本
会
大

井
川
肥
料
工
場
で
同
課
の
市
川
健
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
よ
る
農
薬
希
釈
・
散
布
方
法
、

肥
料
農
薬
課
に
よ
る
肥
料
の
基
礎
知
識
の

講
義
と
、
本
会
施
設
の
視
察
研
修
と
し
て
、

ペ
レ
ッ
ト
肥
料
製
造
工
程
や
肥
料
倉
庫
、

土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し

た
。研

修
会
の
後
期
日
程
は
12
月
に
実
施
し

ま
す
。

新
任
J
A
営
農
経
済
職
員
が
知
識
技
能
を
習
得

営
農
経
済
事
業
初
任
者
研
修
会

▲土壌肥料分析センターの視察 ▲肥料工場の視察

▲グループワークする参加者ら

▲園児へカーネーションを手渡す部会員ら ▲挨拶する東伊豆花組合の田村利昌組合長

静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
部
会
（
事
務
局
：
野
菜
花
卉
課
）

は
５
月
９
日
、
東
伊
豆
町
の
東
伊
豆
認
定

こ
ど
も
園
の
園
児
ら
約
１
０
０
人
に
、
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

同
部
会
は
例
年
、「
母
の
日
」
に
合
わ
せ

て
花
と
と
も
に
母
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
て
も
ら
お
う
と
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
栽
培
が
盛
ん
な
同
町
周
辺
の
園
児
へ
贈

呈
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

贈
呈
式
で
は
、
同
部
会
の
関
係
者
ら
６

人
が
園
児
に
一
人
ず
つ
花
束
を
手
渡
し
ま

し
た
。
受
け
取
っ
た
園
児
は
お
礼
の
歌
を

披
露
し
、
部
会
員
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

「
母
の
日
」静
岡
県
産
花
き
消
費
宣
伝

園
児
へ
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

同
部
会
の
山
田
弘
志
部
会
長
は
「
園
児

に
は
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
母

親
に
渡
し
て
ほ
し
い
。
取
り
組
み
を
通
じ

て
家
族
や
大
切
な
人
に
花
を
贈
る
習
慣
が

広
が
り
、
家
庭
に
笑
顔
が
増
え
た
ら
う
れ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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県
内
16
茶
産
地

沼
津

川
根
本
町

富
士

牧
之
原

清
水

掛
川

静
岡

菊
川

藤
枝

袋
井

御
前
崎

磐
田

島
田

森
町

旧
金
谷
町

浜
松

浜
松
洋
菜
セ
ル
リ
ー
共
販
幹
事
会
（
事

務
局
：
西
部
み
か
ん
園
芸
課
）
は
４
月
22

日
、
浜
松
市
中
央
区
で
「
静
岡
県
・
長
野

県
セ
ル
リ
ー
生
産
販
売
推
進
会
議
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
、
Ｊ
Ａ

松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
の
生

産
者
と
職
員
、
本
会
職
員
、
Ｊ
Ａ
全
農
長

野
の
職
員
ら
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
会
議
で
は
、
セ
ル
リ
ー
の
周
年
安
定

供
給
と
消
費
拡
大
を
目
的
に
、
静
岡
県
・

長
野
県
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
状
況
と
出
荷

見
通
し
を
報
告
し
ま
し
た
。

浜
松
洋
菜
セ
ル
リ
ー
共
販
幹
事
会
の

西
久
保
武
揚
幹
事

長
は
「
産
地
で
は
生

産
量
の
確
保
や
気

象
に
適
し
た
生
産

技
術
の
確
立
な
ど

多
く
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
消
費
者

に
安
定
的
に
セ
ル

リ
ー
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
、
長
野
県
と

の
連
携
に
よ
り
課

題
解
決
に
取
り
組

み
、
生
産
維
持
や
消

費
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

長
野
県
と
連
携
し
安
定
供
給
へ

静
岡
県・長
野
県
セ
ル
リ
ー

生
産
販
売
推
進
会
議
を
開
催

生
産
者
を
代
表
し
新
茶
を
贈
呈
し
た
石

川
和
弘
理
事
長
は「
本
年
は
、大
相
撲
５
月

場
所
で
の
静
岡
茶
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
よ
り
、
消

費
拡
大
に
努
め
て
い
る
。
各
産
地
の
お
い

し
い
静
岡
茶
を
是
非
堪
能
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、鈴
木
知
事
は「
今
年
も
高
品
質
な

お
茶
を
多
く
の
消
費
者
に
届
け
る
こ
と
が

で
き
、
喜
ば
し
い
。
県
と
し
て
も
世
界
の

お
茶
ま
つ
り
の
開
催
な
ど
を
つ
う
じ
、
世

界
に
向
け
て
静
岡
茶
の
魅
了
を
発
信
し
て

い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
公
社
）静
岡
県
茶
業
会
議
所
は
５
月
14

日
、
静
岡
市
葵
区
の
静
岡
県
庁
で
鈴
木
康

友
県
知
事
に
令
和
７
年
産
の
県
産
新
茶
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
に
は
同
茶
業
会

議
所
の
長
瀬
隆
副
会
頭
、
本
会
の
石
川
和

弘
代
表
理
事
理
事
長
、
県
内
16
の
茶
産
地

の
茶
娘
や
Ｐ
Ｒ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ら
が
参
加

し
ま
し
た
。

県
内
16
産
地
の
新
茶
を
P
R

県
知
事
へ
新
茶
を
贈
呈

▲鈴木知事（左）に新茶を贈呈する石川理事長

▲挨拶する西久保幹事長

▲前列左より石川理事長、鈴木知事、長瀬副会頭と県内16茶産地の代表者
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

一
は
じ
め
に

　

令
和
３
年
度
に
高
温
耐
性
・
収
量
性
・

耐
倒
伏
性
・
食
味
に
優
れ
る
「
に
じ
の
き

ら
め
き
」
を
県
奨
励
品
種
に
採
用
し
、
現

地
に
普
及
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
令
和
５
年
と
同
６
年
は
観
測
史

上
最
も
暑
い
気
温
と
な
り
、「
に
じ
の
き

ら
め
き
」
に
お
い
て
も
収
量
の
低
下
や
一

等
比
率
の
低
下
が
発
生
し
ま
し
た
。

二
異
常
高
温
に
よ
る
減
収
と
品
質
低
下

　

令
和
６
年
の
水
稲
栽
培
期
間
の
平
均

気
温
は
、
平
年
比
＋
2.1
℃
／
日
と
著
し
い

高
温
（
図
１
）
で
あ
り
、
本
県
産
「
に
じ

の
き
ら
め
き
」
の
農
産
物
検
査
等
級
の
一

等
比
率
は
46
％（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
29
％
）

ま
で
低
下
し
ま
し
た
。

　

当
研
究
所
に
お
い
て
も
本
品
種
の
４
月

下
旬
移
植
で
の
試
験
成
績
は
、
平
年
（
過

去
７
年
の
平
均
）
と
比
べ
収
量
が
17
％
減

少
（
図
２
）
し
、
外
観
品
質
（
数
値
が
小

さ
い
ほ
ど
高
品
質
）
は
1.8
ポ
イ
ン
ト
不
良

と
な
り
ま
し
た
（
図
３
）。
品
質
低
下
の

三
栽
培
方
法
の
再
検
討

　

そ
こ
で
当
所
は
「
に
じ
の
き
ら
め
き
」

の
栽
培
法
を
再
検
討
し
、
栽
培
暦
の
内
容

を
見
直
し
ま
し
た
。
検
討
内
容
は
以
下
の

項
目
で
す
。

①　

施
肥
量

②　

追
肥
量

③　

刈
取
適
期

暑
い
夏
を
乗
り
切
る
！

暑
い
夏
を
乗
り
切
る
！

水
稲
水
稲｢｢

に
じ
の
き
ら
め
き

に
じ
の
き
ら
め
き｣｣

の
栽
培
方
法

の
栽
培
方
法

私
が紹介

します

!

静岡県農林技術研究所
水田農業生産技術科

上席研究員

山下  達也

図１ 令和６年度の気温（磐田）

図３ 外観品質
※数字が低いほど高品質

図２ 収量

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4

4月 5月 6月 7月 8月 9月 半 句 10月

35

30

25

20

15

10

気
温
（
℃
）

平年平均 平年最高 平年最低
R6平均 R6最高 R6最低

y = 1.9551x + 4.4257
R2 = 0.8424

70
65
60
55
50
45
40
35
30
25
20

10 15 20 25 30 35 40
㎡当たり籾数（千粒）

28.2

精
玄
米
重
（
kg
/a
）

外
観
品
質

7

6

5

4

3

2

1
平年値　R6年産

1.8ポイント
増加

収 

量

600

400

200

0
（kg/10a）平年値 R6年産

17%減少

図４ 籾数と精玄米重（収量）の関係

四
試
験
結
果

　
「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
の
精
玄
米
重(

収

量)

と
籾
数
の
関
係
を
調
べ
た
結
果
、
収

量
６
０
０
㎏ 
／
10
ａ
を
達
成
す
る
た
め
の

籾
数
は
２
８
、２
０
０
粒
／
㎡
で
し
た（
図

４
）。
そ
の
籾
数
を
確
保
で
き
る
幼
穂
形

成
期
（
幼
穂
長
１
〜
２
㎜
時
）
の
生
育
量

（
草
丈
×
茎
数
）
は
、
31.1
千
㎝ *
本
／
㎡
で

原
因
は
白
未
熟
粒
の
発
生
と
茶
米
の
増
加

で
し
た
。
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

査
し
、
外
観
品
質
が
良
く
、
茶
米
の
発
生

が
少
な
い
刈
取
時
期
を
再
確
認
し
ま
し
た

（
図
８
）。

五
栽
培
暦
の
改
定

　

こ
れ
ら
の
試
験
結
果
な
ど
か
ら
栽
培
暦

を
改
定
し
ま
し
た
の
で
、
以
下
に
概
要
を

示
し
ま
す
。

　

肥
料
は
一
発
肥
料
の
場
合
は
早
生
用
の

銘
柄
を
使
用
し
、
施
肥
量
は
10.8
Ｎ
㎏ 
／
10

ａ
程
度
と
し
ま
す
。
な
お
、
側
条
施
肥
の

場
合
は
こ
れ
か
ら
一
〜
二
割
減
肥
可
能
で

す
。

　

幼
穂
形
成
期
に
茎
数
が
４
０
０
本
／
㎡

以
下
で
あ
っ
た
場
合
は
、
穂
肥
を
２
Ｎ
㎏ 

／
10
ａ
増
肥
し
ま
す
。
一
発
肥
料
の
場
合

は
穂
肥
時
期
（
出
穂
25
日
前
：
幼
穂
１

㎜ 
）
に
２
Ｎ
㎏ 
／
10
ａ
追
肥
し
ま
す
。

　

収
穫
時
期
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
本
品

種
は
止
葉
が
穂
に
か
か
り
帯
緑
籾
歩
合
が

判
断
し
に
く
い
の
で
、
出
穂
後
36
〜
43

日
（
出
穂
後
か
ら
の
積
算
温
度
は
、
1
、

１
０
０
〜
１
、２
５
０
℃
）、
帯
緑
籾
歩
合

５
〜
10
％
程
度
で
収
穫
し
ま
す
。
さ
ら
に

遅
れ
穂
が
多
く
、
青
未
熟
粒
が
懸
念
さ
れ

る
場
合
は
収
穫
時
期
を
右
記
の
範
囲
で
数

日
遅
め
に
し
ま
す
。
降
雨
が
多
く
刈
り
遅

れ
、
茶
米
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は

収
穫
時
期
を
上
記
の
範
囲
で
数
日
早
め
ま

す
。

　

ま
た
、
登
熟
期
間
の
高
温
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、
出
穂
期
前
後
に
１
Ｎ
㎏ 
／
10

お
問
い
合
わ
せ
先

磐
田
市
富
丘
６
７
８-

１

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所　

水
田
農
業
生
産
技
術
科

M
ail

：agrisuiden@
pref.shizuoka.lg.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
３
８-

３
３-

６
６
７
８

図６ 生育量と基肥量の関係

図７ 生育指標値と穂肥量の関係図８ 登熟期間の長さと外観品質・茶米の関係
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図５ 生育量（草丈×茎数）と籾数の関係

に
じ
の
き
ら
め
き

栽
培
暦

に
じ
の
き
ら
め
き
の

栽
培
方
法
チ
ラ
シ

あ
り
（
図
５
）、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
基
肥
Ｎ
量
は
約
0.8
㎏ 
／
ａ
（
図

６
）、
穂
肥
Ｎ
量
は
約
0.4
㎏ 
／
ａ
（
デ
ー

タ
略
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

ａ
追
肥
し
ま
す
。

　
「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
は
葉
色
が
濃
い

の
で
紋
枯
病
、
カ
メ
ム
シ
類
、
コ
ブ
ノ
メ

イ
ガ
、
ウ
ン
カ
類
の
発
生
に
注
意
し
、
適

切
に
防
除
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　

品
種
特
性
に
応
じ
た
栽
培
技
術
を
組
み

合
わ
せ
、
高
温
条
件
下
で
も
品
質
と
収
量

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

栽
培
暦
の
改
定
と
同
時
に
「
に
じ
の
き

ら
め
き
」
の
栽
培
方
法
を
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
と
比
較
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま
し

た
。
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
入
手
で
き
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

幼
穂
形
成
期
の
診
断
で
生
育
量
が
不
足

し
て
い
る
場
合
は
穂
肥
を
増
肥
す
る
こ
と

で
必
要
籾
数
が
確
保
さ
れ
ま
し
た（
図
７
）。

　

ま
た
、出
穂
か
ら
収
穫
ま
で
の
日
数（
登

熟
期
間
）
と
外
観
品
質
と
の
関
係
を
再
調
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職 員 紹 介職 員 紹 介

ＪＡ農業機械ＪＡ農業機械
大展示会大展示会ののご案内ご案内

生活葬祭課生活葬祭課からのからのお知らせお知らせ

担当：生産資材部 農業機械課（TEL：054-622-3455）

　6月27日（金）・28日（土）の2日間、ツイン
メッセ静岡 北館大展示場で、「令和7年度JA農業
機械大展示会」を開催します！
　各メーカーによる農業機械・農業資材の展示・
販売の他、中古農機の抽選販売や小学生以下の
お子様限定のガラガラ抽選会などイベントも実
施します。ぜひお越しください！

　生活葬祭課は、JAとぴあ浜松と(株)とぴあサービスと協力し、

「ファーマーズマーケット東店」店内改装にあわせて、エーコープ

マーク品、ニッポンエール商品、飲料の商品棚割提案を行いまし

た。改装日には当課職員も陳列をサポートしました。

　改装にあたり、エーコープ品の売場を一ヶ所に集約、売場を拡

張しました。すでに取り扱いがあるアイテムに加え、エーコープ

品は菓子やパンなど約13アイテム、ニッポンエールはグミやゼリ

ーなど約20アイテム、飲料は本会ブランド飲料や県外提携JA飲料

など約７アイテムを新たに販売しています。特にエーコープ「も

ちもちミルクパン」シリーズや菓子類が好評で、エーコープ品な

どの売上は昨年同期比で約2倍と大盛況となっています。お近く

にお越しの際は「JAとぴあ浜松ファーマーズマーケット東店」へ

ぜひ、お立ち寄りください！

　生活葬祭課では引き続きJA直売所へエーコープマーク品など

の提案を行っていきます。

日　時：令和7年6月27日（金）、28日（土）
 （両日とも9：00から15：00まで）

場　所：ツインメッセ静岡 北館大展示場
 （静岡市駿河区曲金3丁目１－１０）

　　　  駐車場有（有料）／入場無料

JAとぴあ浜松　ファーマーズマーケット東店
住所：浜松市中央区貴平町655-1
電話：053-433-0300
営業時間：年中無休（年末年始除く）9時～17時

エーコープマーク品の特徴
～JAグループが品質を保証～
・国産原材料の優先使用
・安全・健康に配慮した品質基準
・地球環境にやさしい

▲エーコープマーク品

▲ニッポンエール（グミ）

▲ニッポンエール（ゼリー）

▲飲料
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職 員 紹 介職 員 紹 介
JA静岡経済連で活躍する令和７年度新入職員を紹介します

■趣味・特技
趣味は愛犬と戯れることです。ラブラドールレトリバーを飼っていて家に帰る
としっぽをブンブン振ってお出迎えしてくれることがとても癒しです。

■趣味・特技

■担当業務

■コメント

休日は家で過ごすことが多く、映画やドラマを見たり、気になる分野の本を少
しずつ読んでいます。気分転換にもなり、気持ちをリセットする時間として大
切にしています。今後は、楽しみ方の幅を広げていきたいです。

■担当業務
主に広報業務を担当しています。イベントなどを取材し、広報誌や新聞に掲載
する記事の作成を行ったりホームページの情報更新をしたりしています。今ま
でカメラを使ったことはありませんでしたが、目を引くような写真が撮れるよ
う努力しています。

茶業課では指導事業から購買事業まで幅広く業務を展開する部署の中で、新卒
職員として各業務を一通り経験させていただいています。どの業務も新鮮で、
日々少しずつ仕事の流れを掴みながら取り組んでいます。

趣味はソフトテニスです。小学生の時に始め中学、高校はテニス部に入部し、
たくさんの経験をしてきました。今では週一ですがテニスをし、体を動かすよ
うにしています。

■趣味・特技

■担当業務
全会的な総務業務や、文書管理・備品管理などの庶務全般、役員のスケジュー
ル管理などを担当しています。現業部署の皆様のバックアップができるよう意
識して取り組んでまいります。

■コメント
入会して 2ヶ月ほど経ちました。広報として他の部署と関わることが多くあ
りますが、知識不足を日々感じます。それぞれの部署の活動を広く発信できる
よう頑張っていきます。

日々の業務の中で学ぶことが多く、自分の未熟さを実感する毎日です。今後も
焦らず、一歩ずつ着実に経験を積み重ねていけたらと思っています。ご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願いします。

■コメント
覚えることが多く大変ですが、一日でも早く仕事を覚え経済連の職員として皆
様のお役に立てられるよう頑張ります。ご指導のほどよろしくお願い致します。

松
まつい

井 優
ゆうな

奈
企画管理部　企画管理課

佐
さとう

藤 未
み く

來
総務部　総務課

曽
そ ね

根 幹
みきと

斗
営農総合対策部　茶業課
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くらし支援部　食糧課
TEL：054-284-9737


